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1 風水害対策について 

 

【質問趣旨】 

近年、大型台風や短時間に集

中して降る危険な大雨による

被害が増加している。 

気候変動や住宅開発などによ

る環境の変化が、より被害を

拡大させているとも言われて

いる。本年 6 月の大雨では瀬

戸市においても住宅被害4棟、

土砂流出 8 箇所、道路冠水 11

箇所、擁壁や塀の崩壊等 10 箇

所、溢水が 20 箇所あり、対応

したと聞く。風水害が発生し

やすいのは一般的に 6 月から

10 月頃と期間が長く、また雨

雲の発生や台風の進路は細か

な予測が難しく、本市でも大

規模な被害が発生する可能性

は十分にあると考える。この

ことから、本市の風水害に対

する取組について伺う。 

 

(1) 避難行動と意識の向上 

  について 

 

 

 

 

①防災気象情報による災害発生の危険度と市民の方々が取るべき行動については、

レベル 1～5までの色分けされた「警戒レベル」で示される。各市町村は状況に 

応じて適切なタイミングでの避難行動を促す警戒レベルを発令することとなる

が、警戒レベルの意味と取るべき行動について、市民への周知と理解にどう取り

組んでいるか伺う。 

 

②警戒レベル情報や避難所開設状況など、重要な情報は市民に速やかに届くことが

重要と考える。多くの方々に緊急情報を効果的に伝達するためにどのような方法

がとられているか伺う。 

 

③ご自宅などが「土砂災害危険箇所」や「浸水想定区域」に位置しているか、また

周囲にそうした地域があるかを知って頂くことは意識の向上に繋がると考える。

そこで、全戸配布している「防災ガイドマップ」に加え、地域別のより見やすい

「土砂災害ハザードマップ」や「洪水ハザードマップ」を指定地域に配布すべき

と考えるが見解を伺う。 

 

④風水害の発生が予想される際の避難については、土砂災害危険箇所や浸水想定区

域を極力通らない避難ル－トが必要と考えられる。このため「土砂災害ハザ－ド

マップ」や「洪水ハザードマップ」、災害リスクや避難のタイミングなどの防災資

料も活用し、各地域で避難経路想定や訓練の推進が必要と考えるが見解を伺う。 
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（2）災害対策工事について 

 

 

 

 

 

 

（3）擁壁やがけ地への 

備え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）被害対応について 

 

 

 

 

①河川の氾濫は広い範囲での家屋の浸水被害が想定され、また甚大な被害に繋がる

可能性もある。本市の矢田川・水野川の氾濫対策の進捗について伺う。 

 

②ため池は農業用としてだけでなく、雨水の調整など多面的な機能を兼ね備えてい

るが、大雨によりため池が決壊するなどの被害は各地で起きている。本市におい

ては、ため池の崩壊対策についてはどのようか伺う。 

 

①土砂災害は地震だけでなく、降水パターンによって引き起こされる場合もあり、

常に警戒と対策が必要と考える。中でも生活に身近な、がけ地や擁壁などについ

ては、日頃から自宅周囲の自主的な確認や点検を推奨すべきと考えるが、見解を

伺う。 

 

②本市は起伏の多い地形で、住宅開発のための盛土や切土によって造られた擁壁が

多く存在する。がけ地や擁壁の崩落は、通行人や周辺家屋、交通等に影響を及ぼ

すことも想定され大変危険である。がけ地・擁壁の安全化対策、宅地耐震化とし

ての補強工事、あるいは新設や作り替えに際し、補助制度を設けてはと考えるが

見解を伺う。 

 

①全国各地で起こる災害の被災者は生活再建にあたり、資金面での困難を抱え厳し

い状況に置かれるケ－スが多い。民間建築物の被害が市道などの公共施設や周辺

住民の生活に著しく影響を及ぼす場合には、行政での対応が必要となる事態も想

定される。このため、今後に備え、対応や対処方法の検討をすべきと考えるが見

解を伺う。 
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②浸水や家屋の倒壊、破損などの被害を受けた被災者を支援するため、相談窓口の

開設、ボランティアや事業者とのマッチングなどのしくみを整えていく必要があ

ると考えるが見解を伺う。 

 

 


